
展
示
場
に
お
け
る
本
館
の
取
り
組
み

み
ん
ぱ
く
で
は
、
ご
来
館
い
た
だ
い
た
お
客
様
が

安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
左
記
の
こ

と
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

・ 

ス
タ
ッ
フ
は
、
マ
ス
ク
も
し
く
は
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー

ド
を
必
ず
着
用
し
ま
す
。

・ 

ス
タ
ッ
フ
は
検
温
を
お
こ
な
い
、
発
熱
が
あ
る

場
合
や
体
調
不
良
の
場
合
は
、
出
勤
を
停
止
し

て
い
ま
す
。

・ 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
ト
イ
レ
や
手
す
り
な
ど
は
、
定

期
的
に
消
毒
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

・ 

館
内
各
所
に
手
指
用
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

・ 
館
内
清
掃
を
徹
底
す
る
た
め
、
一
部
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
自
動
販
売
機
な
ど
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
を

停
止
し
て
い
ま
す
。

・
館
内
の
換
気
の
強
化
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

事
前
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
は
下
記

Q
R
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

特
別
展
・
企
画
展
の
会
期
変
更
に
つ
い
て

特
別
展「
先
住
民
の
宝
」、
梅
棹
忠
夫
生
誕
1
0
0

年
記
念
企
画
展「
知
的
生
産
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」の

開
幕
日
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
で
会
期
を
延
期
す
る
こ
と
と
な
り
、
現
時

点
で
左
記
の
予
定
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
展

「
先
住
民
の
宝
」

世
界
に
は
、「
先
住
民
」と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
い

ま
す
。
先
住
民
と
は
だ
れ
か
？　
「
宝
」に
こ
め
ら

れ
た
思
い
と
は
何
な
の
か
？　

本
展
覧
会
で
は
、

日
本
の
ア
イ
ヌ
を
は
じ
め
、
北
欧
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、中
南
米
、ア
フ
リ
カ
、台
湾
、ネ
パ
ー

ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
、
世
界
各
地
に
暮
ら
す
そ

れ
ぞ
れ
の「
先
住
民
」が
大
切
に
し
て
い
る「
宝
」を

展
示
し
ま
す
。

国立民族学博物館友の会　電話  06-6877-8893（9時～17時、土日祝を除く）　FAX 06-6878-3716
https://www.senri-f.or.jp/minpaku_associates/      E-mail minpakutomo@senri-f.or.jp 友の会

み
ん
ぱ
く
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
報
告

み
ん
ぱ
く
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ「
世
界
と
つ

な
が
る

―
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
を
カ
ナ
ダ
先
住
民

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
造
ろ
う
」に
よ
り
、
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
ま
し
た
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
制
作
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
の
立
ち
上

げ
を
6
月
24
日（
水
）に
お
こ
な
い
ま
し
た
。
立
ち

上
げ
時
の
様
子
を
記
録
し
た
動
画
を
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
に
て
公
開
予
定
で
す
。

「
お
う
ち
で
み
ん
ぱ
く
」の
ご
案
内

現
在
、
ご
自
宅
、
お
手
元
で
み
ん
ぱ
く
に
触
れ
て
い
た
だ
く
た
め

の「
お
う
ち
で
み
ん
ぱ
く
」の
サ
イ
ト
を
公
開
中
で
す
が
、
お
う
ち

に
い
な
が
ら
展
示
場
を
探
検
で
き
る
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
展
示
記
録
パ
ノ
ラ
マ
ム
ー
ビ
ー
を
順
次
追
加
し
て
お
り
ま
す
。

期
間
限
定
の
展
示
が
い
ま
目
の
前
に
よ
み
が
え
り
ま
す
。
是
非
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ（本館 広報係）
電話　06 - 6878 - 8560／ FAX　06 - 6875 - 0401
https://www.minpaku.ac.jp/

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
予
防
の
た

め
の
入
館
に
関
す
る
お
知
ら
せ

展
示
場
の
観
覧
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

再
開
に
あ
た
っ
て
、
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
開
館
時

間
の
短
縮
を
お
こ
な
い
ま
す
。
混
雑
状
況
に
よ
り
、

入
場
制
限
を
お
こ
な
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
館

展
示
の
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
の
オ
ン
ラ

イ
ン
予
約
を
お
す
す
め
し
て
お
り
ま
す
。
図
書
室

は
当
面
の
あ
い
だ
、
ご
利
用
は
本
館
の
研
究
活
動

に
従
事
す
る
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一

般
の
方
の
ご
利
用
に
つ
い
て
は
、
今
し
ば
ら
く
お

待
ち
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
観
覧
に
あ
た
り
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
と
ご
不
便

を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
本
館
展
示
場
開
館
時
間

   

10
時
〜
15
時
30
分（
入
館
は
15
時
ま
で
）

・
レ
ス
ト
ラ
ン
営
業
時
間

  

11
時
〜
15
時（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
14
時
30
分
）

・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
ョ
ッ
プ
営
業
時
間

  

10
時
〜
15
時
30
分

く
わ
し
く
は
み
ん
ぱ
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

トーテムポールに取り付け予定の羽
（左翼、約 2 メートル）

刊行物紹介
■土佐桂子、田村克己 編
『転換期のミャンマーを生きる
̶「統制」と公共性の人類学』
風響社　5,000円（税別）

軍人支配から民政移管そして「アウンサン
スーチー政権」へ。激動のミャンマーを、
「統制」と「公共性」に注目し、長年の文化
や社会の研究に基づく
知見を生かし、過去か
らの分断でなく連続性
の中から描き出す。

■中谷文美 編
Fashionable Traditions:
Asian Handmade Textiles in Motion
Lexington Books　$115

アジアのさまざまな地域で作られ、使われ
てきた伝統的な布製品の生産や消費の現場
がくぐってきた変化をと
らえ、その背景にどのよ
うな要因が働いてきたの
かに注目した論文集。豊
富なフィールド経験を持
つ日本と海外の研究者の
論考を集めている。

友
の
会
講
演
会

※
会
員
無
料（
会
員
証
提
示
）、
一
般
5
0
0
円

第
4
9
8
回　

8
月
1
日（
土
）13
時
30
分
〜
14
時
40
分

福
音
以
前
の
祖
先
の
救
済
―
―
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
日
本

講
師　

齋
藤
晃（
本
館 

教
授
）

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
一
行
は
1
5
4
9
年
に
来
日
し
、
神

が
人
類
に
与
え
た
救
済
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
日
本
人
に
も
伝
え
よ
う

と
し
ま
し
た
。
宣
教
師
た
ち
は
福
音
を
受
け
入
れ
る
人
び
と
は
死

後
救
済
さ
れ
る
と
説
き
ま
し
た
が
、
日
本
人
が
懸
念
し
た
の
は
、

す
で
に
亡
く
な
っ
た
祖
先
の
救
済
で
し
た
。
神
が
全
世
界
の
創
造

主
で
あ
り
、
全
人
類
の
救
済
者
で
あ
る
な
ら
、
な
に
ゆ
え
日
本
に

お
け
る
福
音
の
公
示
が
こ
れ
ほ
ど
遅
れ
た
の
か
、
と
い
う
彼
ら
の

問
い
に
、
ザ
ビ
エ
ル
ら
は
ど
う
答
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

※ 

講
演
会
終
了
後
の
懇
談
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

予
防
の
た
め
実
施
を
見
合
わ
せ
ま
す
。

※ 

館
内
で
開
催
し
ま
す
。
会
場
は
決
定
次
第
、
友
の
会
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
を
動
画
配
信
中

友
の
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
を
配
信
し
て
い

ま
す
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
友
の
会
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

梅
棹
忠
夫
生
誕
1
0
0
年
記
念
企
画
展

「
知
的
生
産
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」に
寄
せ
て

話
者　

中
牧
弘
允（
本
館 

名
誉
教
授
、
千
里
文
化
財
団 

理
事
長
）

第
１
回

梅
棹
忠
夫
が
残
し
た「
こ
ざ
ね
」と
は
ど
う
い
う
も
の
か

第
2
回  ﹇
7
月
公
開
予
定
﹈

「
こ
ざ
ね
」か
ら
復
元
す
る
梅
棹
忠
夫
の『
日
本
人
の
宗
教
』

【
お
詫
び
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
予
防
の
た
め
、
左
記
友
の
会

講
演
会
は
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
日
程
で
の
実
施
を
見
合
わ
せ
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
延
期
す
る
場
合
は
決
定
次
第
、
改
め
て

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

●
7
月
4
日（
土
）

「
植
物
と
人
の
関
わ
り

―
タ
ケ
科
植
物
、
ヤ
シ
科
植
物
の
道
具
利
用
を
中
心
に
」

http
s://w

w
w

.senri-f.o
r.jp

/to
m

o
m

o
vie

0
0

0/

重要なお知らせ
新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、
本館関連の催し物について、本コーナーに掲
載の情報も含め、急遽、予定を変更する可能
性がございます。詳細につきましては、決ま
り次第本館ホームページに掲載いたします。
何卒ご理解のほど、お願い申しあげます。

開
幕
に
先
駆
け
て
、
教
員
に
よ
る
解
説
付
き
の
動

画
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
公
開
し
ま
し
た
。
パ
ノ
ラ

マ
ム
ー
ビ
ー
と
組
み
合
わ
せ
た
動
画
で
す
の
で
、

特
別
展
示
館
の
館
内
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
解

説
を
お
聞
き
い
た
だ
け
ま
す
。

第
１
回
は
、
特
別
展「
先
住
民
の
宝
」実
行
委
員
長

の
信
田
教
授
に
よ
る「
総
論
」で
す
。
順
次
追
加
し

て
い
き
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
。

会
期　

10
月
1
日（
木
）〜
12
月
15
日（
火
）

会
場　

特
別
展
示
館

梅
棹
忠
夫
生
誕
1
0
0
年
記
念
企
画
展

「
知
的
生
産
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」

み
ん
ぱ
く
初
代
館
長
を
務
め
た
梅
棹
忠
夫
が
残
し

た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
資
料
と
デ
ジ
タ
ル・
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
と
お
し
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
著
作

へ
の「
知
的
生
産
」を
く
わ
し
く
紹
介
し
ま
す
。

会
期　

9
月
3
日（
木
）〜
10
月
20
日（
火
）

会
場　

本
館
企
画
展
示
場

※
各
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
、
み
ん
ぱ
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※ 

電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の
受
付
時
間
は
、
9
時
〜
17
時（
土
日
祝
を

除
く
）で
す
。

巡
回
展

「
特
別
展　

驚
異
と
怪
異

―
モ
ン
ス
タ
ー
た
ち
は
告
げ
る

―
」

会
期　

6
月
23
日（
火
）〜
8
月
16
日（
日
）

会
場　

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館

休
館
日　

月
曜
日

　
　
　
　

8
月
10
日（
月
・
祝
）は
開
館
、
8
月
11
日（
火
）は
休
館

主
催　

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館　

神
戸
新
聞
社

　
　
　

国
立
民
族
学
博
物
館　

千
里
文
化
財
団

後
援　

兵
庫
県　

兵
庫
県
教
育
委
員
会

　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局

　
　
　

サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン　

ラ
ジ
オ
関
西

協
力　

山
陽
電
気
鉄
道
株
式
会
社　

神
姫
バ
ス
株
式
会
社

特
別
協
力　

ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館

特別展解説付き動画

企画展「旅する楽器―南アジア、弦の響き」開館40周年記念新着資料展示「標 交紀の咖啡の世界」

企画展「アーミッシュ・キルトを訪ねて―そこに
暮らし、そして世界に生きる人びと」

開館 40 周年記念・カナダ建国 150 周年記念企画展
「カナダ先住民の文化の力―過去、現在、未来」

予
定

モンゴルのフィールドノート（撮影：尼川匡志）
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